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1985年長野市地附山地すべり緊急調査報告

岡部賢二･高田康秀(名古屋出張所)
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1985年7月26目の夕刻長野市内で

大規模な地すべりが発生し養老院の

松寿荘は押しつぶされて全壊ふもと

の住宅団地にも崩落土砂は押し寄せて

�

いることが伝えられた.その地質的

狂状況を把握するため緊急に現地へ赴

くことになり27目未明に現地に到着

した.現地では地すべりの詳細放

調査はできなかったカミ発生した位置

概要地質の概略の他若干の情報を入

手し把握したので28目ひとまず帰庁

した.その後空中写真等を入手し

たのでその観察結果をあわせて長

野市地附山地すべりの概略を報告する･

27目は快晴の暑い目であった.地

すべりはすでに大きな動きを止めてい

^水

だが青い空にはヘリコプタｰが飛び

交い松寿荘へ通じる路上は緊張した

雰囲気に満ちていた･地すべり現場

へ通ずる道路という道路は全て封鎖さ

れていたがどうにか湯谷団地へ立ち

第1図位置図

入ることカミできた.住民全てが避難

した団地は静まりかえり要所には

地元消防団員が警備に当っていた･また路上の何ケ

所かには発電機つきの投光器が崩落土砂へ向けて置か

れており昨夜の緊張の名残りを留めていた.
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地附山地すべり

地すべりが発生した位置は長野市の中心街北方の上

松3丁目西側に位置する地附山(標高733m)の南東側斜

面である.地すべりの規模は幅約250m長さ約500m

で旧地すべり地に発生している(第1および2図).

地すべり後の地形は長野市市街地からの遠望でも明

らかたように滑落崖がはっきりしている(写真1および2).

また隆起部も識別できる(写真3および4)･

その後入手した空中写真によると典型的であると言

鰯査剥純幽E禦雌雄1昌覇阯.黄1藏

うより北東一南西方向に少し延びた馬蹄形の滑落崖カミ見

られ頭部二次滑落崖引張き裂圧縮き裂隆起部

荏とが認められる･これらのことからこの地すべり

は円弧状地すべりであろうということができる(第3図)一

報道によれば7月26目15時36分頃松寿荘付近で地

響きとともに土煙りカミ上ったという通報があった.

17時20分湯谷団地テレビ塔直下から崩落･17時35分

テレビのサテライト局下のバ二ドライン崩落松寿荘へ

土砂流入.18時30分松寿荘全壊､このような経過を

たどって地すべりが発生したのであるカミそれ以前の

7月12目には戸隠有料道路(バｰドライン)上松料金所か

ら上部2.2km区間は全面交通止めになり7月21目には

湯谷団地西斜面に土砂崩落が発生し住畏カミ避難しだそ

うである.なお地すべり発生当目の21時20分には
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1985年長野市地すべり報告
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v.命回の地すベリの地頭位置

▽:今回の地すべりの舌端部位置

第2図

原地形断面図(旗立山と湯谷団地南端

部を結ぶ線での断面図)

松寿荘に対する救援活動が開始されている.

今回の地すべりによる被害は7月29目の対策本部の

発表によると死者8名不明者18名(うち29目申に8名

の遺体収容)家屋全壊50半壊5一部破壊9合計64

戸となっている.

地すべり地の地質

地すべり発生地付近の地質を斉藤その他(1960)の論

文によって概述する一

長野市北東部の地質は中新世後期から洪積世初期に

写真!長野市中心街から地附山地すべりを遠望

写真2

郵便貯金会館前から見る滑落崖

写真3上松2丁目から望む地すべり

写真4上松5丁目から望む地すべり

1985年9月号�



岡部賢二･高田康秀
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第3図今回の地すべり(空中写真から判読)

わたる堆積岩と火砕岩類とによって構成されている.

その地質柱状図を第1表に地質図を第4図に示す.

今回の地すべりに直接関係する小川累層は3区分され

すそぱな

下から浅川泥岩層裾花凝灰岩層及び畑山砂質泥岩層と

名づけられている.

浅川泥岩層は地すべり地北方の浅川地域に屈曲学

ドｰム状構造を作って分布する･岩質は主に暗灰色の

泥岩からなり一部に淡黄緑色の厚さ10cmの黒雲母流

.紋岩質の角礫凝灰岩をはさむ.泥岩は小葉片状に割れ

易く一般に層理不明瞭である､層厚は300m(十).

裾花凝灰岩層は主に角閃石･黒雲母･斜長石流紋岩の

凝灰岩凝灰角礫岩からなるが最上部は軽石質凝灰岩

を伴い石英安山岩質である.本属の下部と最上部に

まれに暗灰色～灰色のち密堅硬な珪質頁岩が挟まれる.

層厚は700～800m.

畑山砂質泥岩層は主に暗灰色の砂質泥岩からなりと

きに灰色または淡緑色の細～中粒の砂岩と互層すること

がある.砂質泥岩は小塊片に割れ易い.層厚は模式

地で約300mである.

地すべり地の西方にほぼ南北系の門沢断層があり

酉おちの落差約200mと推算されている.この断層は

飯綱火砕岩層を明らかに切りまた南方では西長野の郷

地質ニュｰス373号�
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年代��層序

現��

世��沖積層

��扇状地層及び段丘堆積層

洪��頒綱ロｰム層

積�豊�平出

�野�

�累�飯綱砂礫粘土層

世�層�大仰岩層観音1｣

��砂ソルト万｡幅

一一一■��狼丸.L郁砂岩礫筆順

鮮�棚�猿丸'ド都砂岩礫岩屑

新�累�

世�層�荻久保

��小鍋､砂岩泥岩屑

��火砕耕層

中��畑山砂質泥岩層

�小�

新�川�

�累�裾花凝灰岩層

世�層�

��浅川泥岩層

←第1表

地質柱状図

第4図長野市北東部の地質図(豊野グルｰプ1958に今回

の地すべり範囲を加筆)

凡例の説明

1.崖錐層2.扇状地層および段丘堆積層

3.髪山安山岩体4.望郷路山･郷路山安山岩体

5.黒岩玄武岩体6.飯綱ロｰム層

7.平出砂礫粘土層8.観音山砂シルト岩層

9.飯綱火砕岩層10.猿丸上部砂岩礫岩層

11.猿丸下部砂岩礫岩層12.t｡～t2凝灰岩層

13･荻久保砂岩泥岩層14.安山岩質火山砂岩層

15.小鍋火砕岩層16.畑山砂質泥岩層

17.裾花凝灰岩層18.浅川泥岩層

19.地附山地すべり

1985年9月号�
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岡部賢二･高田康秀

路山安山岩脈をきり小さなfaultgouge(断層粘土)を作

っている.この断層の東側では地層は北に急傾斜し

西側では北へゆるく傾斜している･この断層は豊

野累層堆積末期の地塊化を伴った造構造運動により生じ･

たと推定される.

写真5湯谷団地(上松3丁目)から見る地すべり

斉藤(1956)によれば裾花凝灰岩層中(とくに下部)

には珪化作用粘土化作用黄鉄鉱化作用などの一連の

琴質作用をうけている所があるとのことである.また

内田(1946)は長野市上松を膨潤土の産地としている.

現地調査の概要

現地調査では地すべりの舌部と東北端縁辺斜面とを

直接観察したにすぎないカミ略記すると次の通りである.

上松3丁目の湯谷団地では地すべり土砂の舌端部は

写真6

湯谷団地(上松3丁目)テレビ中継塔添見える.

また中央部の家屋の屋根に接して見える樹林は第

3図のEに当る..

写真8

写真7

湯谷団地の被害の状況(地すべり舌端部)

湯谷団地の被害の状況(地すべり舌端部)

写真9舌端部の様子

地質ニュｰス373号�
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高い所で7～8mの高さを有する急崖をなして押し

出してきている.倒壊している家屋はその土砂に

よって主に横からの力によって押しつぶされてい

るように見える.その土砂には表土層も巻き込

まれてはいるが殆ど全ては流紋岩質凝灰角礫岩の

粘土化したものである･写真9及び11に見られる

岩塊状のものも多くはそれらが岩塊状を呈してい

るだけである.量は少いが珪化を受けた凝灰角礫

岩礫も見られる.

粘土化した凝灰免礫岩は灰白色褐灰色淡紅色

及び淡緑灰色などを呈する.表面は乾きガサガ

サとした感じを受けるがノ･ンマｰは簡単につきさ

さりベットリとした粘土特有の粘着性を示す･

舌端部のものには淡紅色を呈するモンモリロナイト

の塊(不定形だがほぼ10･m大)が割に多いように見

受けられる.

舌部北東縁部は空中写真では崩落土砂の中でも

最も流動性カミあったと思われる部分であるカミその

一部を観察した･土砂は粘土化した凝灰角礫岩が

主なもので湿潤状態では淡緑色を呈するものが多

い.先のものと同様に表面は乾燥しているカミ陽

の当らない穴状の部分はぬれている｡この上に引

きちぎられた表土層道路擁壁(下方を前方へすくわ

れたように表側を上へ向けている)の大ブロック粘土

化が進行していない淡緑灰色を呈する凝灰岩や凝灰

角礫岩のブロック(層理を示すものもある)恋とが載

っている(写真10･12).

この舌部北東縁の山側は森林になっているがその中

に小さ衣谷形を示す部分があり岩盤が露出していた.

その岩盤は粘土化の進行していない弱変質を受けた凝灰

角礫岩であった･地元の人の話ではその部分はかつ

ての崩落地跡でそれを目撃した古老カ掘るとのことで

ある.その部分の樹木は幹の径20cm以内のものが多
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第5図X線回折図

写真10舌部北東端部付近の様子

1985年9月号
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採取試料のうち淡紅色粘土及び褐色粘土は第4図の

X線回折図に示すようにモンモリロナイトである.同

試料を水中に懸濁さ章たものは約3週間後も懸濁した

ままである.

なお舌部北東側斜面の露岩から採取した試料では

写真11舌端部の粘土化した凝灰角礫岩土塊(湯谷団地)�
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モンモリロナイトは認められない(第5図).

まとめ

現地での観察及びその後入手した乏しい資料

などから得たことをまとめると次の通りである･

1.今回の地すべりの発生地はかつて地す

べりを経験した旧地すべり地であった.

これは地形図上でも等高線の疎密などのバ

タｰンにも現れまた空中写真の観察でも古

い滑落崖が認められる.この点では新規の地

すべりは旧期の地すべり地に発生すると言う経

験則に当てはまることにたろう.

2.地すべりは裾花凝灰岩層分布域内で発生

している.

裾花凝灰岩層分布域内の地すべりとしては

茶臼山地すべりか有名であるがそこは大きな

変質帯の分布する所である(安藤1953).今

回の地すべりも舌部や舌端部で著しく粘土化し

た流紋岩質凝灰角礫岩が認められ単校る風化

のみでは片づかないように思われる･今後は

変質帯に対する研究の必要性が増すのではなか

ろうか.

3.地すべりは円弧状地すべりの形態を呈し

ている.

すでに述べたように今回の地すべりは円弧状

地すべりの特徴を示している.舌部に粘土化
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第6図

した岩石カミ多量に押し出され地表に引きちぎられた表

土層が拡散している.

これらのことから地すべりはすべり面上の粘土化岩

(旧地すべりによる崩積土も含まれる)が多量の水を含み

脚部を越えてしぼり出されそれにつれて頭部が滑落し

たと言うパタｰンで発生したことが想定できそうである.

写真12舌部の粘土化した凝灰角礫岩

､
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レ

◇φヒ

ロ内

所

㈰〳〰��

今回の地すべり発生前の空中写真に見られる線構造(但し地すべ

りの北東半部のもののみ).

4･今回の地すべりには地質構造カミｰ走の役割りを果

している.

地すべり発生直前の空中写真(但し北東半分域のみ)

をみると色々な方向のリニアメント(一般的な意味で)

が見られるがその中で地すべり北東端を画すNW-SE

系の断層と地すべり頭部に当るNE-SW系のものと

写真!3舌部北東縁付近から長野市中心部を望む

地質ニュｰス373号�
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が非常に明瞭である(第6図)･

後者はこの地域の地層の榴曲軸

前者はそれとほぼ直交する断層の

方位にそれぞれ一致している､

とくにNW-SE系の断層の役割

りは大きかったように思われる.

おわりに

長野県は新潟･徳島両県に次い

で地すべり多発県であるが地す

べりは全国到る所に分布するし

多様である.国土が狭く急峻

な地形の多い日本では地すべり

を避け逃げているだけではやっ

て行けない｡実際日本には

｢千枚剛と言う言葉があるよう

に地すべり地であっても利用

できるものは利用し共存してき

た.また科学技術を駆使した

多くの努力が地すべり対策のた

めに支払われてもきた.

地すべりが現在進行中の地球表

面における地質現象の1つの現れ

であり人間カミ多様な形で関与せ

ざるを得たいものであるとすれぱ

これは広範囲の専門分野から総合

的に研究するべき対象であるし

地質学の分野からももっと研究し

狂ければ枚ら扱いものであると感

ずる･

1欄.

I^二百､一.､

影1

��

地三二リ防I卜呪城指定腕所

L011d31id{oon甘｡18m口d餉1喀notω

出1Go■6rnm咀1｡一

地…=り防止区域病定箇所硲築地域{5-

m蹄斬を含む,

Di甘｡工畠}ows自w副r而｡fth2dosi喀血趾ed

日r喧刮inoludi並居5-10o皿65〕

怜鮎

｡o

;.抄

懸糸魚､..一

'1も

神.､o

ぱlo1飾

11･'｡･二｡,1べ

1･･向｡ゴ

㍗1妖､㍗)

撃塔､ノｰ

ボ鮒＼独

､

三ノ1榊i㌔一･

一､一マ“､帥ソ山

≡ム.帆･二

:､､｡.木

.1.珊'

'.,･､“･llリ.･λ

亀.脇榊ボ'･.･一

一丁舳朕/

ノ

･実ソ､･｣∵'''籔

�

■二11E言II

O･

松木

残二鰯;

�

�

�

�

伀

.一｡

�

1･

刺

�

�

lセ

1.､悩

�

.●

概糾_

'.･.

'''1'^1''■;'1“､､

■

'･1

新潟.

自反{豊μ一'ピ'I

Mi酬tH

㌧㌔ノい･

�

｣[主

�

｡/繍

η

■

ノ

●

!箏淳

祭ぺ.皇､

＼

｡･･州･^{.'㌧､"蜘{

/～

､､〔･ギ岬1一

･J'一≒'こ粋=二一･U百ミ･齪

､椚晩,鼻､燃･

1拙一一1､｡ミ､毫､ぺ1勤11塒

､函士山咄｢

､､デ

ドl11

伽1

州111てめ

一〇〇『～

第7図地すべり分布図(日本地質アトラスより)･

地すべりと空中写真の判読について国土地理院中部

地方測量部の江川良武部長に御教示頂き地元各方面の

方々に便宜をはかって頂いた.厚くお礼申し上げる.
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